
応
答
表
現
法

i
長
門
方
言
に
お
け
る
i

岡

野

信

子

は
 
じ
 
め
 
に

 
談
話
の
も
っ
と
も
日
常
的
な
も
の
は
、
二
人
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
対
話
で
あ

る
。
対
話
は
、
話
し
か
け
る
与
え
手
と
、
そ
れ
を
受
け
と
め
、
さ
ら
に
は
展
開

し
て
い
く
受
け
手
と
の
間
に
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
稿
で
は
、
受
け
手
の
発
話
、

す
な
わ
ち
応
答
表
現
の
発
想
と
形
式
を
見
て
い
く
。

 
応
答
表
現
の
内
部
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

 
一
、
呼
び
か
け
に
応
じ
る
表
現

二
、
問
い
か
け
に
応
じ
る
表
現

三
、
求
め
に
応
じ
る
表
現
。
命
令
、
制
止
、
勧
奨
、
勧
誘
、
依
頼
へ
の
応
答
表

 
現
で
あ
る
。

四
、
語
り
か
け
-
説
明
、
述
懐
な
ど
一
に
応
じ
る
表
現

五
、
感
謝
、
賞
賛
、
わ
び
を
押
し
戻
す
表
現

 
こ
れ
ら
を
見
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
与
え
文
へ
の
応
じ
か
た
を
見
る
た
め

に
、
与
え
文
を
も
記
し
て
い
る
。
与
え
文
が
調
査
者
の
こ
と
ば
で
あ
る
も
の
、

、
ま
た
土
地
人
の
こ
と
ば
で
あ
っ
て
も
聞
き
と
り
に
不
安
の
あ
る
も
の
は
平
仮
名

書
き
に
し
て
い
る
。
な
お
、
以
下
に
記
す
文
例
は
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十

ge3
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タ
マ
ガ
ワ
チ
ヨ
 

1
阿
武
郡
田
万
川
町
江
崎

 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ト
ミ

2
阿
武
郡
田
万
川
町
弥
富

3
阿
武
郡
川
上
村

4
阿
武
郡
旭
村

5
萩
市
越
ケ
浜

6
萩
市
玉
江

7
萩
市
大
島

8
萩
市
相
島

9
萩
市
副
乳
，

 
 
 
カ
ヨ
イ

ー0

ｷ
門
市
通

 
 
 
オ
 
ト
マ
リ

ー1

ｷ
門
市
大
泊
，

 
 
 
オ
 
 
ミ

ー2

ｷ
門
市
青
海

13

ｷ
門
市
仙
崎

14

ｷ
門
市
境
川

15

ｷ
門
市
俵
山

 
 
 
 
シ
チ
ジ
ュ
 

16

ｷ
門
市
七
重
 
 
 
＼

 
 
 
 
ユ
ヤ
チ
ヨ
 
カ
ヶ
ブ
チ

ー7

蜥
ﾃ
郡
油
谷
町
掛
渕

18

L
浦
郡
豊
北
町
粟
野

19

L
浦
郡
豊
北
町
阿
川

 
 
 
 
 
 
ッ
ノ
シ
マ

20
L
浦
郡
豊
北
町
角
島

21

L
浦
郡
豊
北
町
二
見

22
L
浦
郡
豊
浦
町
湯
玉

 
 
 
 
 
 
 
コ
グ
シ

23
L
浦
郡
豊
浦
町
小
串

24
L
浦
郡
豊
浦
町
川
棚

 
 
 
フ
タ
オ
イ
ジ
マ

25
ｺ
関
市
蓋
井
島

 
 
 
 
ウ
ツ
イ

26

ｺ
関
市
内
日

27

ｺ
関
市
吉
見

28
ｺ
関
市
安
岡

29

ｺ
関
市
彦
島

 
 
 
 
ム
ツ
レ
ジ
マ

30

ｺ
関
市
六
連
島

31

ｺ
関
市
吉
田

 
 
 
 
 
 
フ
ナ
キ

32
匤
ｷ
郡
楠
町
船
木

 
 
 
 
 
 
マ
ダ
ラ

33
匤
ｷ
郡
楠
町
万
丈

 
 
 
 
 
 
オ
ペ

34
匤
ｷ
郡
楠
町
解
熱
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応
答
表
現
法
 
-
長
門
方
言
に
お
け
る
ー



五
年
）
か
ら
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
の
間
に
、
自
然
傍
受
法
に
よ
っ
て
得

た
も
の
の
中
に
求
め
て
い
る
。
特
に
応
答
表
現
調
査
を
意
図
し
て
得
た
も
の
で

は
な
い
。

 
ω
 
文
例
の
右
傍
線
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
音
部
で
あ
る
。

 
ω
 
文
例
に
添
え
た
「
高
男
」
、
「
青
女
」
な
ど
は
、
年
層
と
性
別
の
略
記

 
 
で
、
「
高
」
は
高
年
者
、
「
青
」
は
「
青
年
」
を
意
味
す
る
。
な
お
、
「
調
」

 
 
は
調
査
者
の
略
記
で
あ
る
。
、

 
㈲
 
対
話
の
下
の
数
字
は
地
図
上
の
地
点
番
号
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
こ
で
得

 
 
ら
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
し
か
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
表
わ

 
 
し
て
は
い
な
い
。

 
ω
・
方
言
対
話
の
共
通
語
訳
は
、
そ
の
必
要
の
な
い
も
の
に
は
添
え
て
い
な

 
 
い
。

 
 
 
 
一
．
呼
び
か
け
に
応
じ
る
表
現

 
呼
び
か
け
に
は
自
己
の
存
在
を
告
知
す
る
”
返
事
”
で
応
じ
、
ま
た
呼
び
か

け
の
意
図
を
聞
こ
う
と
す
る
”
問
い
返
し
”
で
応
じ
る
。

 
1
 
返
 
事

 
○
ヨ
ー
イ
。
¢
○
ハ
ー
イ
。
 
〈
一
同
男
¢
古
曲
女
＞
2
5

 
0
ゴ
到
。
t
O
引
イ
。
 
〈
面
罵
Φ
高
女
、
た
ば
こ
屋
の
店
先
で
＞
2
5

 
0
ジ
ー
サ
ン
。
¢
○
オ
イ
。
 
〈
中
女
¢
高
男
＞
3
1

 
0
カ
ー
チ
ャ
ー
¢
○
ヨ
ー
。
，
〈
少
女
¢
母
＞
8

こ
の
よ
う
に
、
返
事
は
通
常
、
応
答
詞
の
一
語
文
で
な
さ
れ
る
。
長
門
域
で
聞

く
返
事
の
応
答
文
は
「
ハ
イ
」
、
「
ハ
ー
イ
」
が
も
っ
と
も
多
い
が
、
そ
の
ほ

か
に
、
「
ア
ー
イ
」
「
ア
ー
」
「
ア
ー
ツ
」
、
「
オ
イ
」
「
オ
ー
イ
」
「
オ
ー
」

「
オ
ー
ッ
」
 
「
オ
エ
 
オ
エ
」
、
 
「
ヨ
イ
」
 
「
ヨ
ー
」
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
品
位
は
「
ハ
イ
」
系
の
も
の
が
も
っ
と
も
高
く
、
以
下
、
順
に
低
く

な
る
。
諸
地
で
、
こ
の
ご
ろ
は
「
ハ
イ
」
と
言
う
が
以
前
は
「
ハ
イ
」
は
学
校

で
先
生
に
返
事
を
す
る
時
に
言
う
ぐ
ら
い
、
 
「
ア
ー
ツ
」
が
よ
い
こ
と
ば
で
あ

っ
た
と
い
う
旨
の
教
示
が
あ
っ
た
。

 
2
 
聞
き
返
し

 
「
聞
き
返
し
」
は
、
「
呼
び
か
け
」
の
場
合
ば
か
り
で
な
く
、
「
問
い
か
け
」

や
「
求
め
」
、
あ
る
い
は
「
語
り
か
け
」
に
対
し
て
も
発
せ
ら
れ
る
。

 
「
聞
ぎ
返
し
」
の
応
答
文
は
、
 
「
ハ
イ
」
の
類
と
「
何
」
と
聞
き
返
す
類
、

 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
、

お
よ
び
「
エ
ー
」
 
「
ヤ
ー
」
．
の
類
で
あ
る
。

 
○
コ
ド
モ
ノ
 
ト
キ
ノ
 
ア
ソ
ビ
ゴ
ト
チ
ャ
ー
 
ド
ネ
ー
ナ
 
コ
ト
ー
 
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
．

 
 
ヨ
ッ
タ
ロ
ー
 
カ
イ
。
¢
○
ハ
イ
。
 
〈
高
女
¢
高
女
＞
1

 
 
 
子
供
の
時
の
遊
び
事
と
い
え
ば
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か

 
 
 
ね
。
¢
え
え
？

問
い
か
け
た
の
は
大
家
の
高
年
女
性
で
、
 
「
ハ
イ
」
は
目
上
へ
の
聞
き
返
し
で

あ
る
。

 
○
コ
レ
イ
。
¢
○
ハ
ー
ン
。
〈
高
男
¢
妻
＞
5

「
ハ
ー
ン
」
は
、
萩
市
の
相
島
や
越
ケ
浜
で
聞
い
て
い
る
。
女
性
の
上
位
掃
過

の
語
で
あ
る
。
相
島
の
若
い
女
性
は
、
お
姑
さ
ん
に
聞
き
返
す
こ
と
ば
だ
と
説

明
し
た
。

 
○
チ
ャ
ン
 
ヒ
ト
コ
ー
カ
イ
 
シ
テ
コ
ー
 
カ
ノ
ー
。
¢
○
ナ
ニ
 
エ
i
。

 
 
〈
青
男
¢
青
男
＞
2
7

 
 
 
ち
ょ
っ
と
一
航
海
し
て
来
よ
う
か
の
う
。
¢
何
か
い
。
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○
ヨ
イ
。
¢
○
ナ
ン
 
ヤ
ー
。
〈
中
品
Φ
中
黒
＞
1
9

 
 
 
よ
い
。
¢
何
か
い
？

 
○
オ
バ
サ
ン
。
¢
○
ナ
ニ
 
カ
ン
。
 
〈
中
・
女
¢
高
女
＞
2
6

 
0
こ
れ
、
し
ち
ょ
け
よ
。
Φ
○
ナ
ニ
 
カ
ヤ
イ
。
〈
高
女
¢
高
女
＞
7

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
1
‘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

 
○
ヒ
グ
ラ
シ
ガ
 
ィ
チ
バ
ン
 
コ
マ
イ
。
Φ
○
ナ
ン
テ
ー
。
↑
○
ヒ
ク
ラ

 
 
シ
。
 
〈
一
男
¢
一
男
↑
少
男
＞
1
9

 
 
 
 
（
蝉
の
中
で
）
ひ
ぐ
ら
し
が
い
ち
ば
ん
小
さ
い
。
¢
何
だ
っ
て
？
↑
ひ

 
 
 
ぐ
ら
し
だ
よ
α

「
ナ
ン
テ
ー
」
は
、
 
「
何
と
言
っ
て
い
る
の
か
」
で
あ
る
。
 
「
何
」
は
こ
の
ほ

か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
の
問
い
か
け
文
末
詞
に
支
え
ら
れ
て
、
聞
き
返
し
表
現
に

栄
え
て
い
る
。

 
○
チ
ョ
判
ト
 
コ
リ
 
サ
ン
。
Φ
○
エ
ー
ッ
。
 
〈
妻
¢
夫
＞
1
0

 
 
 
ち
ょ
っ
と
お
前
さ
ん
、
ね
え
。
¢
何
か
い
。

 
○
ジ
ワ
ー
ッ
ト
 
ヤ
ラ
ン
ニ
ャ
i
。
¢
○
ヤ
ー
ッ
。
イ
ヤ
 
ジ
ワ
ー
ッ
ト

 
 
ヤ
ッ
テ
モ
ア
レ
ジ
ャ
ー
モ
テ
ン
。
〈
青
男
¢
中
男
＞
9

 
 
 
そ
お
っ
と
し
な
く
ち
や
あ
。
¢
え
え
っ
何
？
 
い
や
、
そ
お
っ
と
し
て

 
 
 
も
、
あ
の
ホ
ー
ス
で
は
保
て
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
㌧
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
、
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
、

こ
の
よ
う
に
、
「
エ
ー
」
、
 
「
エ
ー
ッ
」
、
 
「
ヤ
」
、
 
「
ヤ
ー
」
、
 
「
ヤ
ー
ッ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
、

の
聞
き
返
し
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
「
ナ
ニ
 
エ
ー
」
、
 
「
ナ
ン
 
ヤ
ー
」
の

文
末
部
が
一
文
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
聞
き
返
し
は
私
ど
も
の
日
常
言
語
表
現
に
多
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
自
然

傍
受
で
得
た
も
の
の
中
に
頻
出
し
て
い
る
。

応
答
表
現
法
 
i
長
門
方
言
に
お
け
る
一

 
 
 
 
二
 
問
い
か
け
に
応
じ
る
表
現

 
「
問
い
か
け
」
に
応
じ
る
も
の
に
、
 
「
肯
定
」
、
 
「
否
定
」
、
 
「
回
答
保

留
」
 
、
（
た
め
ら
い
）
の
表
現
が
あ
る
。
ま
た
疑
問
詞
で
の
問
い
か
け
に
は
、
説

明
表
現
で
応
じ
る
。

 
1
 
肯
定
表
現

 
肯
定
表
現
の
第
一
に
は
、
肯
定
の
応
答
詞
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
に

も
つ
と
も
多
い
の
は
、
 
「
ハ
イ
」
類
の
応
答
証
文
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
「
ア

ー
」
、
 
「
オ
イ
」
、
 
「
オ
ー
」
、
 
「
フ
ン
」
 
「
フ
ー
ン
」
、
 
「
ウ
ン
」
 
「
ウ
ー

ン
」
も
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
を
反
復
し
て
言
う
こ
と
も
多
い
。

 
○
女
の
人
も
も
ぐ
っ
て
う
に
採
り
な
ど
し
ま
す
か
。
¢
○
ハ
ー
イ
。
ウ
チ
ャ

 
 
ー
チ
モ
 
ズ
ッ
ト
 
イ
キ
マ
ス
 
イ
ナ
。
 
（
は
い
。
私
た
ち
も
何
年
も
続

 
 
け
て
行
っ
て
ま
す
よ
ね
。
）
 
〈
調
¢
中
女
＞
2
5

 
0
あ
ち
こ
ち
と
縁
組
み
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
¢
○
ハ
ー
ハ
ー
。
マ
ー
 
ア
ソ

 
 
コ
 
コ
コ
 
ノ
ン
タ
。
 
（
は
あ
は
あ
。
ま
あ
、
あ
そ
こ
ご
こ
と
ね
え
、
あ

 
 
り
ま
し
た
よ
）
〈
調
¢
高
女
＞
3

 
0
ウ
エ
テ
 
カ
ー
。
Φ
○
ハ
ン
。
 
〈
高
女
¢
高
女
＞
8

 
 
（
じ
ゃ
が
い
も
）
を
植
え
ら
れ
て
ま
す
か
。
Φ
は
い
。

第
三
の
例
は
問
い
か
け
文
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
じ
ゃ
が
い
も
の
苗
を
植
え

て
い
る
人
の
傍
を
通
り
過
ぎ
る
時
の
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。
受
け
て
答
え
る
者
に

も
肯
定
意
識
は
な
い
。

 
「
ハ
イ
」
類
は
、
 
「
ハ
イ
」
 
「
ハ
ー
イ
」
 
「
ハ
ェ
」
 
「
ハ
ン
」
、
「
パ
ー
」
、

お
よ
び
こ
れ
ら
の
繰
返
し
と
、
そ
の
語
形
が
多
様
で
あ
る
。

 
○
オ
キ
サ
エ
タ
カ
ノ
ー
。
Φ
○
オ
イ
。
〈
高
男
Φ
高
男
＞
8

 
 
．
お
目
覚
め
か
ね
。
¢
お
い
。
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○
オ
ジ
キ
ャ
ー
 
マ
メ
ナ
 
カ
エ
。
Φ
○
オ
ー
。
マ
メ
ナ
 
マ
メ
ナ
。
 
全
局

 
 
男
¢
高
男
＞
1
5

 
 
 
叔
父
さ
ん
は
元
気
か
ね
。
¢
お
う
、
元
気
だ
 
元
気
だ
。

「
オ
イ
」
 
「
オ
ー
」
は
大
津
郡
以
北
で
言
う
。

 
○
女
の
人
が
海
に
潜
る
ん
で
す
か
。
¢
○
刻
1
ー
ン
。
ホ
N
ン
ド
、
引
ナ
デ

 
 
 
 
一
、

 
 
ス
 
ネ
ー
。
 
〈
調
¢
三
女
＞
2
5

 
0
タ
イ
 
カ
。
タ
イ
 
カ
。
¢
○
ウ
ン
。
タ
イ
ワ
 
タ
イ
ジ
ャ
ガ
 
フ
テ
ー

 
 
ゾ
。
コ
リ
ャ
ー
。
〈
止
男
¢
三
男
＞
2
7

 
 
 
鯛
が
釣
れ
た
の
か
、
鯛
が
。
¢
う
ん
。
鯛
は
鯛
だ
け
れ
ど
大
き
い
そ
。

 
 
 
こ
れ
は
。

「
フ
ー
ン
」
、
 
「
ウ
ー
ン
」
と
長
呼
し
た
も
の
に
は
、
半
ば
自
身
に
う
な
ず
ぐ

心
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
。

 
応
答
詞
は
こ
の
よ
う
に
一
語
で
応
答
文
を
形
成
し
て
い
る
が
、
次
例
の
よ
う

に
、
応
答
文
の
文
頭
に
立
つ
も
の
も
多
い
。

 
○
ホ
イ
テ
 
ア
ス
コ
ー
 
ハ
ー
 
マ
ワ
ル
ヨ
二
上
 
シ
タ
ク
 
セ
チ
ョ
ル

 
 
カ
。
¢
○
ア
ー
 
セ
チ
ョ
ル
 
ヨ
。
 
〈
青
男
¢
申
男
＞
9

 
 
 
そ
し
て
あ
そ
こ
を
廻
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
る
か
。
¢
あ
あ
、
し
て

 
 
 
い
る
よ
。

 
と
こ
ろ
で
、
肯
否
を
求
め
る
問
い
か
け
に
対
し
て
、
相
手
の
こ
と
ば
を
反
復

す
る
こ
と
で
肯
定
を
言
う
表
現
も
多
い
。
・

 
○
ソ
リ
ャ
ー
 
タ
イ
ネ
ー
ジ
ダ
オ
ー
 
．
コ
シ
テ
デ
ス
 
カ
。
¢
○
コ
シ
テ
。

 
 
ヤ
マ
ー
 
コ
シ
テ
 
ム
コ
ー
エ
。
 
〈
中
毒
↑
高
女
＞
1
4

 
 
 
そ
れ
は
大
寧
寺
峠
を
越
え
て
で
す
か
。
¢
越
え
て
。
山
を
越
え
て
向
こ

う
に
。

 
肯
定
を
断
定
的
に
言
い
か
ね
る
ば
あ
い
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
量
文
で
答

え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
一

 
○
ソ
ネ
ー
 
シ
オ
ガ
 
ハ
ヤ
イ
 
ホ
カ
ヤ
。
¢
○
ジ
ャ
玉
山
 
ダ
イ
。
 
〈
中

 
 
男
¢
青
男
＞
2
5

 
 
 
そ
ん
な
に
潮
が
早
い
の
か
い
。
Φ
だ
ろ
う
よ
。

 
疑
問
詞
で
の
問
い
か
け
文
に
は
実
内
容
を
答
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ば
あ

い
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
ま
ず
「
ア
ー
」
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
あ
る
。

 
○
ナ
ニ
オ
 
ヤ
ッ
タ
。
ナ
ニ
オ
。
¢
○
ア
ー
 
エ
ド
ダ
エ
 
エ
ド
ダ
エ
。

 
 
〈
一
男
¢
中
男
＞
2
7

 
 
 
何
を
釣
っ
た
の
か
、
何
を
。
¢
あ
㌧
。
 
（
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
）
ほ

 
 
 
ん
の
餌
代
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
。

 
さ
て
、
肯
否
を
求
め
る
問
い
か
け
に
対
し
て
も
、
実
内
容
を
求
め
る
問
い
か

け
に
対
し
て
も
、
問
い
の
中
に
答
の
要
素
が
ふ
く
ま
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
 
「
ソ

レ
」
 
（
そ
う
だ
）
と
答
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 
○
子
供
の
い
る
よ
う
な
男
性
に
も
「
ニ
ー
・
マ
ー
」
と
呼
び
か
け
る
ん
で
し
ょ

 
 
う
か
。
¢
○
ハ
ー
 
ソ
リ
ャ
ー
 
ソ
レ
。
 
（
は
あ
、
そ
う
で
す
よ
）
 
〈
調

 
 
¢
古
同
田
刀
〉
 
叩
燈

 
○
あ
ち
ら
で
は
「
こ
れ
こ
れ
」
と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
ど
う
言
わ
れ

 
 
ま
す
か
。
¢
○
ツ
イ
 
ソ
レ
。
 
（
そ
の
ま
ま
の
こ
と
ば
で
す
よ
）
 
〈
調
企
〉

 
 
高
男
＞
1
9

 
2
 
否
定
表
現

 
否
定
の
応
答
文
を
形
成
す
る
応
答
詞
は
、
 
「
イ
エ
」
、
 
「
イ
ー
エ
」
、
 
「
イ

ヤ
」
、
 
「
イ
ー
ヤ
」
、
 
「
イ
ン
ヤ
」
、
 
「
イ
ン
ニ
ャ
」
、
 
「
ウ
ン
ニ
ャ
」
、
「
ウ
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ン
ナ
」
で
あ
る
。
品
位
は
「
イ
エ
」
、
 
「
イ
ー
エ
」
が
も
っ
と
も
高
く
、
以
下

順
に
低
く
な
る
。
 
「
ウ
ン
ニ
ャ
」
 
「
ウ
ン
ナ
」
は
男
性
が
対
等
以
下
に
言
う
も

の
で
あ
る
。

 
○
さ
つ
ま
い
も
は
牛
に
食
べ
さ
せ
た
の
で
す
か
。
¢
イ
二
丁
 
ノ
ー
。
ジ
ブ

 
 
ン
ラ
ガ
 
タ
ベ
ル
。
 
（
い
い
え
違
い
ま
す
よ
。
自
分
た
ち
が
食
べ
る
ん
で

 
 
す
よ
）
 
〈
調
¢
高
女
＞
9

 
0
そ
り
ゃ
あ
 
き
の
う
の
こ
と
か
。
¢
○
イ
ン
ヤ
。
 
マ
ダ
 
ズ
ッ
ト
 
マ

 
 
エ
。
 
（
い
や
、
ま
だ
ず
っ
と
前
の
こ
と
だ
。
〈
中
書
¢
中
業
＞
2
7

 
0
お
前
、
あ
の
仕
事
は
す
ん
だ
の
か
。
○
¢
ウ
ン
ニ
ャ
。
ア
リ
ヤ
 
モ
ー

 
 
ナ
ン
 
ド
。
 
（
い
や
。
あ
れ
は
も
う
こ
う
な
ん
だ
よ
）
 
〈
高
男
¢
高
男
＞

 
 
1
9

こ
れ
ら
は
「
応
答
詞
＋
（
文
末
詞
）
」
の
応
答
文
で
あ
る
が
、
次
の
も
の
は

応
答
詞
を
文
頭
に
持
つ
応
答
文
で
あ
る
。

 
○
オ
ド
リ
エ
ル
 
カ
ナ
。
¢
イ
ヤ
 
エ
ン
 
チ
ャ
。
 
〈
高
女
↓
高
女
＞
2
7

 
 
 
踊
る
こ
と
が
で
き
る
か
ね
。
¢
い
や
で
き
な
い
よ
。

 
否
定
の
応
答
表
現
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
ナ
ニ
」
を
言
う
も
の
も
あ
る
。

こ
の
否
定
に
は
相
手
の
こ
ど
ば
を
は
ね
返
す
語
気
が
あ
り
、
反
駁
に
近
い
。

 
○
イ
ッ
タ
カ
シ
ラ
ン
。
¢
○
ナ
ニ
 
イ
キ
ャ
ー
 
セ
ン
ゆ
く
高
男
¢
高
男
＞

 
 
1
9

 
 
 
行
っ
た
か
し
ら
ん
。
Φ
い
い
や
、
行
き
は
し
な
い
。

 
○
こ
の
ご
ろ
は
相
島
で
も
「
ジ
ャ
ッ
タ
」
 
（
来
ら
れ
た
・
居
ら
れ
た
）
を
聞

 
．
か
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。
Φ
○
洲
ニ
ガ
。
ソ
リ
ャ
 
ヒ
N
ガ
 
オ

 
 
ル
 
ト
コ
ジ
ャ
ー
 
エ
ー
 
コ
ト
バ
 
ツ
カ
ウ
ソ
ジ
ャ
。
 
（
い
や
、
そ
ん

 
 
な
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
他
地
の
人
が
い
る
所
で
は
い
い
こ
と
ば
を
使
う

応
答
表
現
法
 
-
長
門
方
言
に
お
け
る
一

 
 
の
だ
。
島
の
人
ど
う
し
で
は
言
っ
て
る
よ
）
8

 
7
 
否
定
の
問
い
か
け
に
応
じ
る
否
定
表
現

 
こ
の
項
に
か
ぎ
っ
て
は
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
夏
に
意
図
的
調
査
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
下
関
市
内
三
十
地
点
で
、
高
年
男
性
と
少
年
一
．

名
ず
つ
に
、
 
「
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
人
か
ら
”
電
話
は
か
か
ら
な
か
っ
だ
か
多

と
聞
か
れ
た
時
、
か
か
っ
て
な
か
っ
た
ら
ど
う
答
え
ま
す
か
」
と
聞
い
た
。

 
こ
れ
は
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
科
三
年
、
四
年
の
学
生
が
、
日
本
語
学

演
習
と
し
て
お
こ
な
っ
た
調
査
の
一
項
目
で
あ
る
。
調
査
は
学
生
が
二
名
一
組

と
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
。

 
そ
の
報
告
を
整
理
し
て
み
る
と
、
高
年
者
、
少
年
者
が
と
も
に
「
ウ
ン
」
と

肯
定
の
応
答
詞
で
答
え
て
い
る
の
は
一
地
点
だ
け
、
高
・
少
い
ず
れ
か
が
「
ウ

ン
」
と
答
え
た
の
は
三
地
点
、
そ
の
他
は
「
イ
ー
ヤ
」
、
 
「
イ
ン
ニ
ャ
」
、

「
ウ
ン
ニ
ャ
」
と
、
否
定
の
応
答
詞
で
応
じ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
長
門
域
南
部
、
す
な
わ
ち
豊
浦
郡
の
、
こ
と
に
響
灘
沿

岸
域
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
大
津
郡
以
北
の
状
況
は
明
ら
か
に
し
得
て
い
な

い
が
、
こ
の
よ
う
に
単
純
で
は
な
い
ら
し
い
。
た
だ
し
、
萩
市
見
島
で
は
先
の

問
い
に
「
イ
ヤ
 
カ
カ
ラ
ザ
ッ
タ
」
〈
高
年
・
中
年
〉
の
答
を
得
て
お
り
、

お
お
み
し
ま
か
よ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

青
海
島
の
通
で
も
「
イ
ン
ヤ
カ
カ
ラ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
イ
ネ
」
〈
青
女
〉
で
あ

っ
た
。

 
と
こ
ろ
で
こ
の
応
答
表
現
の
九
州
方
言
状
況
は
、
 
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研

究
」
 
（
九
州
方
言
学
会
編
、
風
間
書
房
、
昭
和
四
十
四
年
）
に
あ
る
。
昭
和
三

十
九
年
、
四
十
年
の
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
・
「
手
紙
が
来
て
い
な
い
か
」
の
問

い
に
「
来
て
い
な
い
」
と
答
え
る
時
の
応
答
詞
は
、
日
向
北
部
だ
け
が
「
ウ

ン
」
、
そ
の
他
は
「
イ
ン
ヤ
」
、
 
「
ウ
ン
ニ
ャ
」
な
ど
、
否
定
の
応
答
詞
で
応
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じ
て
い
る
。
長
門
域
南
部
の
状
況
は
、
九
州
の
状
況
に
き
わ
め
て
近
い
。

 
な
お
こ
の
応
答
表
現
の
全
国
状
況
は
、
国
立
国
語
研
究
所
話
し
こ
と
ば
研
究

 
 
 
※

室
の
、
〈
「
全
国
方
言
文
法
の
対
比
的
研
究
」
の
調
査
五
に
関
す
る
中
間
報
告
〉

（一

纔
Z
七
年
十
月
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
 
「
九
州
・
沖
縄
と

対
立
す
る
傾
向
を
見
せ
る
の
は
近
畿
あ
た
り
だ
け
、
他
は
中
間
の
あ
い
ま
い
な

傾
向
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
る
。

 
 
※
報
告
プ
リ
ン
ト
の
表
紙
に
「
こ
の
報
告
は
昭
和
四
＋
一
年
度
に
話
し
こ

 
 
 
と
ば
研
究
室
が
地
方
研
究
員
に
委
嘱
し
て
行
な
っ
た
調
査
の
一
部
に
関

 
 
 
す
る
中
間
報
告
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
の
立
案
と
結
果

 
 
 
の
整
理
と
は
宮
地
裕
が
お
こ
な
っ
た
」
と
あ
る
。

 
こ
れ
の
調
査
は
同
研
究
所
に
お
い
て
そ
の
後
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、

や
が
て
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
の
ど
の
巻
か
で
、
全
国
状
況
の
申
の
長
門
域

の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

 
5
 
回
答
保
留
一
た
め
ら
い
一
の
表
現

 
問
い
か
け
に
対
し
て
即
座
に
答
え
を
出
さ
ず
、
一
呼
吸
置
い
た
こ
と
ば
で
応

じ
る
の
を
、
回
答
保
留
の
表
現
と
す
る
。
即
答
を
た
め
ら
う
心
情
が
見
え
る

の
で
、
た
め
ら
い
の
応
答
表
現
と
言
っ
て
も
よ
い
。
共
通
語
の
「
そ
う
ね
」

（
女
）
、
 
「
そ
う
だ
な
」
 
（
男
）
に
相
当
す
る
表
現
に
、
当
域
で
は
「
さ
れ

ば
」
系
の
「
サ
ー
リ
ャ
」
、
「
サ
ー
ラ
」
が
あ
り
、
「
サ
ー
チ
」
「
サ
ー
」
も

言
う
。
ま
た
指
示
語
の
「
ソ
レ
」
を
言
う
こ
と
も
あ
り
、
疑
問
詞
の
「
ド
i
」

を
言
う
こ
と
も
あ
る
。

 
○
田
中
さ
ん
は
ど
こ
に
い
ら
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
え
。
Φ
○
サ
ー
リ
ャ

 
 
ノ
ン
タ
。
 
（
さ
て
ね
え
）
 
〈
調
¢
高
女
＞
1
1

 
0
イ
マ
デ
 
ユ
ー
タ
ラ
 
ナ
ン
ジ
デ
 
ア
リ
マ
ス
 
カ
イ
ナ
。
↑
○
サ
ラ

 
 
ナ
ー
。
サ
ン
ジ
ゴ
ロ
ガ
 
イ
チ
バ
ン
ダ
イ
コ
チ
ュ
テ
…
…
。
 
〈
高
男
¢
高

 
 
女
＞
1
0

 
 
 
今
で
言
っ
た
ら
（
捕
鯨
に
出
る
の
は
）
何
時
ご
ろ
で
す
か
ね
。
¢
○
さ

 
 
 
て
ね
え
。
午
前
三
時
ご
ろ
が
一
番
太
鼓
と
い
っ
て
…
…
。

 
○
道
は
ど
う
行
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
¢
O
サ
ー
チ
 
ネ
ー
。
 
〈
調
¢

 
 
高
女
＞
2
8

 
0
船
は
い
つ
ご
ろ
帰
り
ま
す
か
。
¢
○
サ
ー
 
ド
ネ
ー
ジ
ャ
ロ
ー
 
カ
エ

 
 
ナ
。
 
（
さ
あ
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
ね
え
）
 
〈
調
¢
高
女
＞
1
9

「
サ
ー
」
は
全
域
で
言
う
が
、
 
「
サ
ー
リ
ャ
」
系
の
応
答
詞
を
言
う
の
は
大
津

郡
以
北
、
す
な
わ
ち
長
門
北
半
域
で
あ
る
。

 
○
お
寺
さ
ん
に
は
ど
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
な
さ
い
ま
す
か
。
¢
サ
ー
 
ソ
レ

 
 
イ
ネ
ー
。
ド
ネ
ー
 
ユ
ー
タ
ラ
 
ヨ
カ
ロ
ー
 
カ
。
（
さ
あ
そ
う
だ
ね
え
。

 
 
ど
う
言
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
）
 
〈
調
¢
中
葉
＞
4

 
0
妹
さ
ん
な
ん
か
に
聞
き
返
す
時
は
ど
う
言
わ
れ
ま
す
か
。
¢
○
ソ
レ
デ
ス

 
 
イ
ネ
ー
。
 
（
そ
う
で
す
ね
え
）
2
8

こ
の
よ
う
に
「
ソ
レ
」
を
言
う
返
事
保
留
の
表
現
は
長
門
全
域
に
あ
る
。

 
○
船
木
に
は
宿
屋
が
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
。
¢
○
ド
ネ
ー
ジ
ャ
ッ
タ

 
 
ロ
ー
 
カ
ェ
エ
。
 
（
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
ね
）
 
〈
調
Φ
高
女
＞
3
4

 
0
捕
鯨
で
働
い
て
い
た
人
は
ど
れ
く
ら
い
？
¢
○
ド
ー
デ
シ
ョ
ー
 
キ
ャ

 
 
エ
。
オ
ボ
エ
マ
セ
ン
 
チ
ャ
。
 
（
ど
う
で
し
ょ
う
か
い
。
覚
え
て
ま
せ
ん
．

 
 
よ
）
 
〈
調
¢
高
女
＞
1
0

回
答
保
留
の
応
答
表
現
は
疑
問
詞
で
の
問
い
か
け
に
応
じ
る
ば
あ
い
に
多
く
現

れ
る
。
そ
の
内
部
は
か
な
り
多
様
で
、
表
現
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
と
介
せ

ら
れ
る
。
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以
上
、
問
い
か
け
に
応
じ
る
表
現
を
、
肯
定
、
否
定
、
回
答
保
留
と
見
て
き

た
が
、
否
定
の
表
現
は
表
現
形
式
が
も
っ
と
も
単
純
、
か
つ
日
常
生
活
の
申
で

の
出
現
頻
度
数
も
少
な
い
。

 
 
 
 
三
 
求
め
に
応
じ
る
表
現

 
命
令
、
制
止
、
勧
奨
、
勧
誘
、
依
頼
に
応
じ
る
表
現
は
、
応
諾
、
拒
否
、
反

駁
で
あ
る
。

 
1
 
応
諾
の
表
現

 
応
諾
の
表
現
は
、
応
答
詞
「
ハ
イ
」
 
「
バ
ー
」
 
「
オ
ー
」
に
よ
っ
て
な
さ

れ
、
ま
た
「
エ
ー
」
 
（
よ
い
）
を
言
う
こ
と
も
あ
る
。

 
○
ユ
ー
チ
ョ
イ
テ
 
ク
ン
ナ
イ
 
ナ
。
¢
○
ハ
イ
 
ハ
ー
イ
。
 
〈
中
女
¢
高

 
 
女
＞
3
0

 
 
 
言
っ
て
お
い
て
お
く
れ
よ
ね
。
Φ
は
い
、
は
あ
い
。

 
○
コ
レ
 
シ
チ
ョ
ケ
 
ヨ
。
¢
○
ハ
ー
 
シ
チ
ョ
コ
ー
 
イ
ナ
。
 
〈
高
男
¢

 
 
妻
＞
2
7

 
 
 
こ
れ
を
し
て
お
け
よ
。
¢
は
あ
、
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
よ
。

○
ナ
ツ
コ
ガ
ッ
コ
、
イ
コ
ー
ヤ
ー
。
¢
○
亨
イ
ク
カ
ラ
マ
。
チ

 
 
ョ
ッ
チ
ャ
レ
ー
 
カ
。
 
〈
少
女
Φ
少
女
＞
8

 
 
 
夏
子
、
学
校
に
行
こ
う
よ
。
¢
お
う
、
行
く
か
ら
待
っ
て
お
い
て
く

 
 
 
れ
、
ね
。

 
○
オ
チ
ャ
 
ス
コ
シ
 
オ
ク
レ
ー
 
ナ
。
¢
○
ハ
ー
 
エ
ー
 
ガ
ナ
。
コ
レ

 
 
ト
リ
ー
 
ナ
。
 
〈
高
女
¢
高
女
＞
2
8

 
 
 
お
茶
を
少
し
お
く
れ
よ
。
¢
は
あ
い
い
よ
。
こ
れ
を
お
取
り
よ
。

「
エ
ー
」
 
（
よ
い
）
で
応
諾
を
言
う
ば
あ
い
も
、
こ
の
よ
う
に
文
頭
に
応
諾
詞

応
答
表
現
法
 
一
長
門
方
言
に
お
け
る
一

の
「
パ
ー
」
を
言
う
こ
と
が
あ
る
。

 
2
 
拒
否
の
表
現

 
○
オ
ド
ッ
チ
ャ
ー
 
ナ
イ
 
カ
ネ
。
¢
○
イ
ヤ
ナ
 
コ
ト
。
〈
高
女
¢
高
女
＞

 
 
2
7

 
 
 
踊
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
¢
い
や
だ
よ
。

 
○
先
生
に
話
を
し
て
お
あ
げ
よ
。
¢
○
イ
ヤ
ッ
 
チ
ャ
。
オ
ラ
ー
 
モ
ー
。

 
 
（
い
や
っ
た
ら
。
私
は
も
う
）
〈
高
女
¢
中
女
＞
2
5

 
拒
否
に
は
こ
の
よ
う
に
、
全
域
で
「
イ
ヤ
」
を
言
う
が
、
見
島
・
相
島
と
青

海
島
の
通
と
で
は
、
 
「
イ
ラ
ン
」
を
聞
い
て
い
る
。

 
○
イ
ッ
チ
ャ
ー
 
ナ
イ
 
カ
ナ
。
¢
○
イ
ラ
ン
 
デ
ー
。
〈
高
女
小
壷
高
女
＞
1
0

 
 
 
行
か
れ
ま
せ
ん
か
¢
い
や
、
行
か
な
い
よ
。

 
○
コ
レ
 
シ
チ
ョ
ッ
テ
 
ク
レ
ー
 
ヤ
。
Φ
○
イ
ラ
ン
 
イ
ネ
。
 
全
局
女
¢

 
 
少
女
＞
1
0

 
 
 
こ
れ
を
し
て
お
い
て
お
く
れ
よ
。
¢
い
や
よ
ね
。

 
○
オ
マ
ー
モ
 
ナ
カ
マ
ー
 
イ
ラ
シ
チ
ャ
レ
ー
 
サ
シ
チ
ャ
レ
ー
 
カ
ー
。

 
 
¢
○
オ
マ
ー
 
イ
ラ
ン
 
デ
ヨ
ー
。
オ
マ
ー
 
バ
ー
 
サ
セ
ン
 
デ
」
ヨ

 
 
一
。
 
〈
少
女
¢
少
女
＞
8
．

 
 
 
私
も
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
、
さ
せ
て
く
れ
、
・
ね
。
¢
私
は
い
や
だ
よ
。

 
 
 
私
は
さ
せ
な
い
よ
。
 
（
「
バ
ー
」
は
感
動
詞
「
ワ
ー
」
で
あ
ろ
う
か
）

 
○
ウ
チ
 
ア
ソ
ビ
ニ
 
コ
ン
 
カ
ー
。
Φ
○
イ
ラ
ー
ン
。
〈
少
男
↓
少
男
＞
9

 
 
 
私
の
家
に
遊
び
に
来
な
い
か
。
¢
い
や
だ
。

 
○
セ
テ
 
ヤ
ラ
ン
 
カ
。
¢
○
イ
ラ
ー
ン
。
 
〈
少
女
¢
少
女
＞
9

 
 
 
し
れ
く
れ
な
い
か
。
¢
い
や
よ
。
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5
 
反
駁
の
表
現

 
相
手
の
批
判
、
教
示
に
反
駁
す
る
表
現
と
し
て
、
次
の
も
の
を
得
て
い
る
。

 
○
ジ
オ
ー
ジ
ャ
ナ
ン
カ
 
ユ
ー
タ
ッ
テ
。
Φ
○
ナ
ン
テ
。
ソ
レ
ガ
 
エ
ー
ス

 
 
ジ
ャ
ケ
 
ソ
銅
 
凋
L
ス
ジ
ャ
ケ
。
 
〈
中
期
¢
髭
男
＞
2
7

 
 
 
ジ
オ
ー
（
北
西
風
）
だ
の
な
ん
だ
の
言
っ
た
っ
て
、
こ
の
人
た
ち
（
調

 
 
 
査
者
た
ち
）
に
わ
か
る
も
の
か
。
¢
な
ん
て
こ
と
を
言
う
の
か
。
そ
れ

 
 
 
が
い
い
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
が
い
い
ん
だ
か
ら
（
こ
の
人
た
ち
は
方
言
を

 
 
 
聞
き
に
来
て
い
る
ん
だ
か
ら
）
。

 
○
ヒ
ト
ノ
マ
エ
オ
 
N
ー
ル
 
モ
」
ン
ジ
ャ
 
剥
i
。
¢
○
エ
ー
 
ワ
ヤ
ー
。

 
 
〈
高
女
¢
幼
男
＞
8

 
 
 
お
客
様
の
前
を
通
っ
て
は
い
け
な
い
。
Φ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

 
拒
否
や
反
駁
の
表
現
の
得
ら
れ
た
も
の
が
少
な
い
の
は
、
日
常
生
活
の
中
に

そ
れ
ら
が
さ
ほ
ど
多
く
現
わ
れ
な
い
こ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
は
、
他
地
か
ら
訪

れ
た
調
査
者
の
耳
に
は
入
り
に
く
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
 
 
 
四
 
語
り
か
け
に
応
じ
る
表
現

 
相
手
の
説
明
や
述
懐
を
受
け
と
め
応
じ
る
表
現
に
は
、
了
解
、
納
得
を
言
う

も
の
、
疑
念
を
言
う
も
の
、
共
感
、
同
意
を
言
う
も
の
、
得
心
を
言
う
も
の
が

あ
り
、
進
ん
で
意
見
を
開
陳
す
惹
応
答
表
現
も
あ
る
。

 
1
了
解
、
納
得
を
言
う
表
現

 
相
手
の
説
明
に
う
な
ず
く
表
現
で
あ
る
。
肯
定
の
応
答
詞
に
よ
る
応
答
表

現
、
 
「
ソ
レ
か
」
 
「
ソ
レ
だ
ろ
う
」
、
「
ホ
ン
ト
ー
か
」
と
う
な
ず
く
応
答
表

現
が
あ
り
、
反
復
し
て
問
い
返
す
形
式
の
納
得
表
現
も
あ
る
。

 
ω
 
肯
定
の
応
答
詞
に
よ
る
応
答
表
現

 
○
ホ
ラ
 
コ
ン
ニ
 
ア
ラ
ー
。
¢
○
ハ
イ
 
ハ
イ
 
ハ
イ
。
〈
高
女
¢
中
女
V

 
 
 
1
7

 
 
 
ほ
ら
、
こ
こ
に
あ
る
よ
。
¢
は
い
は
い
は
い
。

 
○
ソ
ン
ノ
 
サ
ン
ニ
ョ
ー
。
¢
○
フ
ー
ン
。
 
〈
中
女
¢
高
女
〉
 
〈
山
陰
線
の

 
 
車
中
、
行
商
の
人
〉

 
 
 
掲
を
し
た
計
算
を
し
て
い
る
の
。
¢
ふ
う
ん
、
そ
う
か
ね
。

 
○
ツ
イ
タ
チ
ス
古
手
ラ
 
イ
ラ
ン
 
ヨ
。
¢
○
ハ
ー
 
ハ
ー
 
エ
ー
 
コ

 
 
ト
。
〈
高
女
Φ
高
男
＞
2
2

 
 
 
つ
い
た
ち
（
一
日
）
を
過
ぎ
た
ら
い
ら
な
い
よ
。
Φ
は
あ
は
あ
い
い

 
 
 
よ
、
わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
「
オ
ー
 
オ
ー
」
と
言
う
う
な
ず
き
文
も
あ
る
。
ま
た
江

崎
の
高
年
女
性
は
、
こ
の
地
の
高
年
女
性
は
「
へ
ー
ン
 
へ
ー
ン
」
と
あ
い
ず

ち
を
打
つ
の
で
、
他
地
か
ら
帰
っ
て
き
た
当
座
は
そ
れ
が
お
か
し
か
っ
た
と
語

っ
た
。

 
こ
れ
ら
の
応
答
詞
文
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
相
手
の
こ
と
ば
の
終
わ
り
を
待
た

ず
に
発
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

 
○
ツ
イ
 
シ
タ
シ
ゲ
ニ
 
ヨ
ブ
カ
ラ
¢
○
ハ
ー
 
ハ
ー
。
↑
○
ア
ネ
ー
 
ナ

 
 
ル
ポ
ジ
ャ
ロ
ー
 
刻
1
。
 
〈
高
女
¢
高
男
↑
高
女
＞
2
8

 
 
 
何
や
ら
親
し
そ
う
に
呼
ぶ
か
ら
（
は
あ
は
あ
）
あ
の
よ
う
に
な
る
ん
だ

 
 
 
ろ
う
ね
え
。

こ
れ
は
相
手
の
話
を
聞
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
は
先
を
促
す
も
の
で

あ
る
。
日
常
会
話
に
は
こ
の
種
の
応
答
の
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

 
㈲
 
「
ソ
レ
か
」
と
う
な
ず
く
応
答
表
現

 
こ
の
内
部
に
は
、
ま
ず
応
答
詞
が
回
せ
ら
れ
て
「
ソ
レ
か
」
と
続
く
も
の
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と
、
応
答
忍
な
し
に
「
ソ
レ
か
」
と
う
な
ず
く
も
の
と
が
あ
る
。
今
、
平
仮
名

書
き
の
「
か
」
に
は
問
い
か
け
の
文
末
詞
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。

 
○
ワ
タ
シ
ャ
 
ゴ
セ
ン
エ
ン
タ
 
ヤ
ッ
タ
。
¢
○
ハ
ー
 
ソ
レ
 
カ
ナ
。

 
 
〈
高
女
Φ
高
女
＞
1
5

 
 
 
私
は
（
孫
た
ち
に
）
五
千
円
ず
つ
や
っ
た
。
¢
は
あ
、
そ
う
か
ね
。

 
○
こ
の
土
地
の
昔
か
ら
の
こ
と
を
聞
き
に
来
ま
し
た
。
¢
○
オ
ー
ー
ソ
レ

 
 
ノ
。
 
（
お
お
、
そ
う
で
す
が
）
 
〈
調
↑
申
女
＞
1
9

こ
れ
ら
は
応
答
詞
が
先
行
し
て
い
る
。

 
○
以
前
来
ら
れ
た
先
生
が
あ
し
た
来
ら
れ
る
そ
う
だ
。
¢
マ
ー
 
へ
一
 
カ

 
 
．
、

 
 
ナ
。
 
令
甲
男
↑
母
＞
1
2

こ
の
よ
う
に
感
動
詞
の
先
行
す
る
も
の
も
あ
る
。
 
「
斜
」
は
「
ソ
図
」
の
音

変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
○
ア
リ
ャ
ー
 
ナ
ニ
ガ
 
エ
ー
 
ト
イ
ノ
。
Φ
○
ソ
レ
 
カ
ノ
。
 
〈
高
女
¢

 
 
高
女
＞
2

 
 
 
あ
れ
は
あ
れ
が
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
よ
Φ
そ
う
か
ね
。

 
○
セ
ン
セ
ー
 
ア
ネ
ー
 
ユ
ー
チ
ャ
ッ
タ
。
¢
○
ホ
イ
 
カ
ン
。
 
〈
青
女
¢

 
 
母
＞
2
1

 
 
 
先
生
が
あ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
¢
そ
う
か
ね
。

こ
れ
ら
は
応
答
詞
な
し
に
「
ソ
レ
」
と
受
け
と
め
た
応
答
文
で
あ
る
。
 
「
ソ

レ
」
と
い
う
受
け
と
め
は
肯
定
の
応
答
に
も
す
で
に
出
て
い
る
。
指
示
代
名
詞

「
ソ
レ
」
の
多
用
は
当
域
の
応
答
表
現
の
一
特
色
で
あ
る
。
そ
の
文
末
に
働
く

問
い
か
け
の
文
末
詞
に
は
、
 
「
そ
う
な
の
か
、
な
る
ほ
ど
」
と
、
受
手
が
自
身

の
心
の
中
に
受
け
と
め
る
心
情
が
託
さ
れ
て
い
る
。

 
㈹
．
「
ソ
レ
ジ
ャ
ロ
ー
」
 
「
ジ
ャ
ロ
ー
」
と
う
な
ず
く
応
答
表
現

応
答
表
現
法
 
-
長
門
方
言
に
お
け
る
一

 
○
木
が
茂
っ
て
き
て
見
え
ん
ご
と
な
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
う
。
¢
○
ソ
レ
デ
シ
ョ

 
 
！
。
 
（
そ
う
で
し
ょ
う
）
 
〈
高
男
¢
高
女
＞
3

推
量
形
式
で
納
得
、
了
解
を
言
う
応
答
表
現
は
、
問
い
か
け
形
式
で
言
う
も
の

よ
り
も
い
ち
だ
ん
と
積
極
的
な
受
け
と
め
で
あ
る
。
こ
の
応
答
文
が
、
次
の
よ

う
に
受
け
手
の
発
話
の
第
二
文
以
下
に
出
る
こ
と
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
㌧

 
○
私
の
方
で
は
ウ
ラ
ジ
ロ
（
し
だ
）
っ
て
言
い
ま
す
。
Φ
○
コ
ロ
ー
（
こ
れ

 
 
を
？
）
。
ウ
ラ
ガ
 
シ
ロ
ー
ケ
 
ナ
ー
。
ソ
リ
ャ
 
ソ
レ
ジ
ャ
ロ
ー
。

 
 
（
裏
が
白
い
か
ら
ね
え
。
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
ろ
う
）
 
〈
調
¢
高
女
〉

 
ま
た
「
ソ
レ
ジ
ャ
ロ
ー
」
は
、
 
「
ジ
ャ
ロ
ー
」
だ
け
で
言
わ
れ
る
ほ
う
が
多

 
い
。

 
○
コ
レ
グ
ラ
イ
 
ヒ
ク
ー
 
ナ
ッ
チ
ョ
ル
。
↑
○
ジ
ャ
ロ
ー
。
 
〈
高
男
¢
高

 
 
男
＞
2
0

 
ω
 
「
ホ
ン
ト
ー
か
」
と
う
な
ず
く
応
答
表
現

 
○
ヨ
ー
 
キ
ク
 
ク
ス
リ
ガ
 
ア
ル
。
Φ
○
ホ
ン
ト
 
エ
。
 
〈
高
女
¢
高

 
 
女
〉
．
1
7

「
ホ
ン
ト
ー
か
」
は
真
偽
の
た
し
か
め
で
は
な
く
、
受
け
手
が
自
身
の
心
中
に

う
な
ず
く
心
持
ち
の
表
現
で
あ
る
。
 
「
ホ
シ
ト
ー
 
ノ
」
、
 
「
ホ
ン
ト
 
ヤ

ー
」
、
 
「
フ
ン
ト
 
ナ
」
、
、
「
フ
ン
ト
 
エ
」
な
ど
、
相
手
と
場
面
に
応
じ
て

そ
の
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

 
㈲
 
反
復
し
て
問
い
返
す
納
得
表
現

 
○
ミ
ナ
ミ
カ
ゼ
ガ
 
ハ
エ
 
チ
ャ
ー
。
¢
○
ミ
ナ
ミ
長
患
ガ
 
ハ
エ
ヤ
ー
。

 
 
〈
中
期
¢
豪
男
〉

 
 
 
南
風
が
ハ
エ
な
ん
だ
よ
¢
南
風
が
ハ
エ
だ
っ
て
？
あ
あ
そ
う
な
の
か
。

 
○
ハ
ッ
カ
ス
ギ
タ
ラ
 
ネ
。
コ
ク
ラ
ノ
 
ハ
ナ
イ
チ
バ
ガ
 
モ
ッ
テ
 
コ
イ
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N
。
¢
○
ハ
ッ
カ
ス
ギ
タ
ラ
 
ヤ
。
 
〈
青
男
¢
申
女
＞
3
0

 
 
 
二
十
日
過
ぎ
た
ら
ね
、
小
倉
の
花
市
場
が
花
を
持
っ
て
来
い
だ
っ
て
。

 
 
 
Φ
二
十
日
過
ぎ
た
ら
な
の
か
い
。
あ
あ
そ
う
か
い
。

こ
の
問
返
し
も
、
受
け
と
め
た
こ
と
を
自
身
の
心
の
申
に
反
翻
し
て
定
着
さ
せ

．
る
表
現
で
あ
る
。

 
2
 
疑
念
を
言
う
応
答
表
現

 
疑
念
や
不
安
を
言
う
応
答
表
現
は
、
納
得
、
了
解
の
表
現
形
式
を
借
り
、
そ

れ
を
問
い
か
け
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
上
昇
調
で
言
う
。

 
○
ヨ
ー
 
ヨ
ー
 
コ
リ
 
サ
ン
セ
。
フ
ジ
ツ
ノ
 
オ
バ
ー
チ
ャ
ン
 
シ
ン
ジ

 
 
ャ
ッ
タ
 
テ
ー
ナ
。
¢
○
ナ
ン
 
ナ
。
ソ
レ
 
カ
ナ
。
 
〈
高
女
¢
高
女
＞

 
 
1
5

 
 
 
よ
い
よ
い
、
ね
え
あ
ん
た
。
藤
津
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
死
な
れ
た
そ
ヶ

 
 
 
よ
。
¢
な
ん
で
す
っ
て
。
ほ
ん
と
に
そ
う
？

 
○
サ
ル
ワ
 
ナ
ニ
 
ヨ
。
バ
ン
ニ
ャ
ー
 
デ
ヤ
エ
ン
 
ヨ
。
Φ
○
フ
ン
ト

 
 
、
 
 
 
 
 
 
、

 
 
ナ
。
ソ
レ
 
カ
ネ
。
 
〈
高
男
¢
高
男
＞
1
4

 
 
 
猿
は
あ
れ
だ
よ
。
晩
に
は
村
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
。
¢
ほ
ん
と

 
 
 
か
ね
？
そ
う
か
ね
？

 
3
．
共
感
、
同
意
を
言
う
応
答
表
、
現

 
共
感
、
、
同
意
を
言
う
応
答
表
現
で
も
っ
と
も
頻
用
さ
れ
て
い
る
の
は
「
ソ

レ
」
を
言
う
表
現
で
あ
る
。

 
ω
 
 
「
ソ
レ
」
と
、
共
感
同
意
を
寄
せ
る
応
答
表
現

 
○
イ
ケ
ン
ニ
ャ
ー
 
モ
ド
リ
ャ
ー
 
エ
ー
 
ワ
。
Φ
○
ハ
ー
 
ソ
レ
。
 
〈
中

 
 
男
¢
申
男
＞
2
7

 
 
 
漁
が
だ
め
な
ら
ひ
き
返
せ
ば
い
い
よ
。
¢
-
は
あ
、
そ
の
と
お
り
。

 
○
刻
ー
キ
ナ
 
オ
ー
カ
ゼ
デ
 
ナ
剣
ガ
 
フ
デ
ゼ
 
ホ
イ
ナ
。
ア
コ
ガ

 
 
ナ
ー
。
¢
○
本
玉
 
オ
ー
 
ソ
レ
ー
。
 
〈
高
女
↓
聖
女
＞
2
5

 
 
 
大
き
な
大
風
で
波
が
大
き
い
の
よ
ね
。
あ
そ
こ
が
ね
え
。
¢
お
お
、
お

 
 
 
お
、
そ
う
だ
よ
。

こ
れ
ら
は
ま
ず
応
答
詞
で
受
け
と
め
た
後
に
「
ソ
レ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
応

答
詞
な
し
に
「
ソ
レ
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。

 
○
ア
ガ
ワ
ノ
 
モ
ナ
ー
 
ツ
リ
セ
ン
モ
ン
ジ
ャ
カ
ラ
 
ノ
ー
。
¢
○
ソ
レ

 
 
イ
ナ
ー
。
 
〈
高
男
¢
高
男
＞
1
9

 
 
 
阿
川
の
者
は
釣
専
門
だ
か
ら
ね
え
。
Φ
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
え
。

 
○
ニ
ガ
シ
タ
ラ
 
ダ
イ
ジ
ナ
 
ド
。
¢
○
ソ
レ
ッ
 
チ
ャ
。
シ
ン
ド
ー
ガ

 
 
ナ
リ
ヨ
ル
 
ガ
。
シ
ン
ド
ー
ガ
 
ナ
リ
ヨ
ル
 
ガ
。
 
〈
申
男
¢
中
男
〉

 
 
 
（
針
に
か
か
っ
て
い
る
魚
を
）
逃
が
し
た
ら
大
変
だ
ぞ
。
¢
そ
う
と

 
 
 
も
。
心
臓
が
鳴
っ
て
る
よ
。
心
臓
が
鳴
っ
て
る
よ
。

こ
れ
ら
は
持
ち
か
け
の
文
末
詞
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

 
○
昔
は
下
関
ま
で
歩
い
て
野
菜
を
持
っ
て
行
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。
¢
○

 
 
パ
ー
ー
 
ソ
レ
ソ
レ
。
 
〈
調
¢
肯
二
女
＞
2
7

 
0
こ
こ
は
宿
場
で
、
栄
え
て
い
た
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。
¢
○
ソ
エ
ソ
エ
。

 
 
〈
調
Φ
高
男
＞
3
2

こ
の
よ
う
に
「
ソ
レ
」
を
反
復
し
た
も
の
で
は
、
文
末
詞
は
言
わ
な
い
。

 
○
早
く
送
ら
な
い
と
魚
の
値
が
下
が
り
ま
す
ね
。
Φ
0
オ
ー
 
ソ
リ
ャ
ー

 
 
ソ
レ
。
 
（
お
お
、
そ
の
と
お
り
だ
よ
）
 
〈
調
¢
高
男
＞
1
9

 
0
イ
カ
ン
デ
モ
 
ハ
イ
ッ
ト
リ
ャ
ー
 
エ
ー
 
ノ
イ
ネ
。
Φ
○
ソ
リ
ャ
ー

 
 
ソ
レ
イ
ネ
。
〈
高
男
；
高
女
＞
3

 
 
 
老
人
会
の
会
合
に
行
か
な
く
て
も
、
入
会
し
て
い
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
。
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Φ
あ
な
た
の
言
う
と
お
り
な
ん
で
す
よ
。

「
ソ
リ
ャ
ー
 
ソ
レ
」
は
相
手
の
理
に
同
意
し
た
表
現
で
あ
る
。

 
ω
．
 
「
ア
レ
」
と
共
感
、
同
意
を
寄
せ
る
応
答
表
現

 
○
島
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
に
よ
く
働
か
れ
ま
す
ね
。
¢
○
ア
イ
ジ
ャ
 
ア
イ

 
 
ジ
ャ
。
 
（
そ
う
だ
よ
。
そ
の
と
お
り
だ
よ
）
 
〈
調
亦
壷
濃
墨
＞
8

共
感
同
意
を
「
ア
レ
」
で
言
う
こ
と
は
長
門
域
で
は
ま
れ
で
、
カ
ー
ド
に
残
る

の
は
こ
の
一
例
で
あ
る
が
、
下
関
市
安
岡
で
は
、
「
ア
ネ
ー
 
イ
ヤ
ー
…
…
」

（
そ
う
言
え
ば
…
…
」
を
聞
い
て
い
る
。

 
㈲
 
 
「
ホ
ン
ト
」
と
共
感
、
同
意
を
寄
せ
る
応
答
表
現

 
○
雪
に
な
っ
た
け
え
漁
は
だ
め
じ
ゃ
ね
。
‡
○
ホ
ン
ト
 
イ
ネ
。
イ
ゴ
キ
ガ

 
 
ト
レ
ン
 
ナ
。
 
（
そ
う
だ
よ
。
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
ね
）
 
〈
中
男
婁
中

 
 
男
＞
2
7

 
0
年
配
の
男
性
は
「
ヨ
イ
 
ヨ
イ
」
と
呼
び
か
け
て
ま
す
ね
。
¢
○
フ
ン
ト

 
 
ア
ネ
ー
 
イ
ヤ
ー
 
ヨ
イ
ヨ
イ
ワ
リ
ョ
ー
シ
ワ
ツ
カ
イ
マ
ス
ネ
ー
。

 
 
（
ほ
ん
と
そ
う
言
え
ば
「
ヨ
イ
 
ヨ
イ
」
は
漁
師
は
言
い
ま
す
ね
え
）

 
 
〈
調
¢
高
男
＞
2
8

 
ω
 
ナ
行
音
文
末
詞
一
語
文
の
応
答
表
現

 
○
ハ
ワ
テ
ガ
 
キ
タ
リ
ナ
ン
タ
リ
 
ス
ル
ヨ
ー
ナ
 
コ
ト
バ
ッ
カ
リ
ジ
ャ

 
 
ナ
｝
。
（
↓
○
ナ
ー
。
ソ
レ
ッ
 
チ
ャ
。
 
〈
高
男
Φ
高
男
＞
2
7

 
 
 
疾
風
が
来
た
り
な
ん
か
す
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
だ
ね
え
。
¢
だ
よ
な

 
 
 
あ
。
そ
う
な
ん
だ
よ
。

 
○
コ
ジ
ン
ト
 
コ
ジ
キ
ト
 
チ
ガ
イ
マ
シ
ョ
ー
。
 
（
古
人
と
乞
食
は
違
う
で

 
 
し
ょ
う
）
奪
○
は
い
、
違
い
ま
す
よ
。
↑
○
ノ
ン
タ
（
で
す
よ
ね
）
 
〈
高

 
 
女
＾
↓
調
↑
高
女
〉

応
答
表
現
法
 
一
長
門
方
言
に
お
け
る
一

 
「
ノ
ン
タ
」
は
「
の
う
あ
ん
た
」
で
、
こ
れ
も
ナ
行
音
文
末
詞
を
内
包
し
て
い

る
。
ナ
行
音
文
末
詞
か
ら
転
成
し
た
応
答
文
は
、
相
手
の
語
り
か
け
を
ま
ず
確

．
認
し
て
共
感
同
意
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
応
答
文
は
長
門
域
で
は
か
な
り

優
勢
で
あ
み
。

 
㈲
 
相
手
の
こ
と
ば
を
反
謁
す
る
応
答
表
現

 
○
コ
ン
ド
 
ウ
マ
レ
カ
ワ
ッ
タ
ラ
 
コ
ン
ナ
 
ト
コ
，
ワ
 
イ
ヤ
 
ナ
ー
。
．
¢

 
 
○
ア
ー
 
イ
ヤ
 
ノ
ー
。
 
〈
中
男
¢
母
＞
2
5

 
 
 
今
度
生
ま
れ
か
わ
っ
た
ら
こ
ん
な
所
（
島
）
は
嫌
だ
ね
え
。
¢
あ
あ
、

 
 
 
嫌
だ
ね
え
。

 
○
オ
ヤ
ノ
 
ユ
ー
 
コ
ト
 
キ
カ
ン
ポ
ジ
ャ
 
ナ
。
¢
○
キ
カ
ン
 
ホ
イ
ネ

 
 
 
〈
公
女
¢
中
女
〉

 
 
 
 
（
あ
ん
な
服
装
の
子
た
ち
は
）
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
ん
だ
よ
。

 
 
 
¢
聞
か
な
い
の
よ
。

相
手
の
こ
と
ば
の
引
剥
も
、
「
私
も
そ
う
思
う
」
と
共
感
を
言
う
も
の
で
あ

る
。

 
㈲
 
補
足
の
応
答
表
現

 
・
○
ア
レ
ダ
キ
ャ
ー
 
カ
ン
シ
ン
。
¢
○
ワ
カ
イ
ノ
ニ
 
ネ
ー
。
 
〈
高
女
¢
高

 
 
女
＞
1
7

 
 
 
 
（
嫁
は
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
が
）
あ
れ
だ
け
は
感
心
だ
。
Φ
○
若
い

 
 
 
の
に
ね
え
。

こ
れ
は
相
手
の
こ
と
ば
を
補
っ
て
、
じ
つ
は
同
感
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

 
4
 
「
ゲ
ン
ト
」
、
 
「
マ
コ
ト
」
と
、
得
心
を
言
う
応
答
表
現

 
相
手
の
こ
と
ば
に
「
い
か
に
も
そ
の
と
お
り
」
と
深
く
う
な
ず
く
時
、
長
門
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域
北
部
の
人
々
は
「
ゲ
ン
ト
」
 
「
ゲ
ン
タ
」
と
言
う
。
優
勢
で
は
な
い
が
、
高

年
者
は
「
ゲ
ン
ニ
」
 
「
ゲ
ニ
」
も
言
う
。
「
現
に
」
V
「
げ
に
」
、
「
げ
に
と
」
．

で
あ
ろ
う
か
。

・
○
「
コ
ン
タ
ニ
 
マ
セ
ル
」
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
…
…
評
・
○
コ
ン
タ

 
 
ニ
 
マ
セ
ル
。
マ
セ
ル
チ
ュ
ー
テ
 
イ
ー
ヨ
リ
マ
シ
タ
イ
ノ
i
。
ゲ
ン

 
 
ニ
 
ソ
剴
図
。
 
（
お
前
さ
ん
に
マ
セ
ル
（
あ
げ
る
）
。
マ
セ
ル
と
言
っ

 
 
て
ま
し
た
よ
ね
え
。
い
か
に
も
そ
う
で
し
た
）
 
〈
調
ご
高
女
＞
1
1

 
0
「
マ
セ
ル
」
と
も
「
ア
ゲ
ル
」
と
も
言
う
ん
で
し
ょ
う
か
。
¢
○
ド
ッ
チ

 
 
モ
 
イ
ー
マ
ス
 
ノ
ー
。
ホ
ン
ト
ゲ
ニ
。
 
（
ど
っ
ち
も
言
い
ま
す
ね

 
 
え
。
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
）
 
〈
調
¢
高
男
＞
5

 
0
随
分
こ
こ
も
変
わ
り
ま
し
た
ね
え
。
¢
○
ハ
ー
 
ゲ
ン
ト
。
 
（
は
あ
、
そ

 
 
の
と
お
り
、
い
か
に
も
）
 
〈
調
¢
高
男
〉

 
○
カ
レ
イ
持
つ
ち
ょ
っ
て
じ
ゃ
ろ
う
。
Φ
○
ゲ
ン
タ
 
ゲ
ン
タ
 
カ
レ
イ
ガ

 
 
ア
ッ
タ
。
 
（
そ
う
だ
っ
た
そ
う
だ
っ
た
。
か
れ
い
が
あ
っ
た
）
 
〈
高
女
Φ

 
 
高
女
〉
．

 
一
方
、
 
「
マ
コ
ト
」
は
「
ゲ
ン
ニ
」
系
の
も
の
ほ
ど
優
勢
で
は
な
い
。
筆
者

の
カ
ー
ド
上
に
は
楠
町
の
も
の
が
見
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

 
○
井
戸
は
ツ
ル
イ
で
す
か
。
¢
○
マ
コ
ト
 
ソ
レ
ソ
レ
。
 
（
あ
な
た
の
言
う

 
 
と
お
り
、
そ
う
だ
よ
）
 
〈
調
¢
高
女
〉

「
マ
コ
ト
」
を
言
う
楠
町
で
は
、
 
「
ゲ
ン
ト
」
は
言
わ
な
い
と
教
示
さ
れ
た
。

 
5
 
意
見
開
陳
の
応
答
表
現
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
r

 
O
こ
こ
に
は
ア
ガ
ー
ナ
っ
て
こ
と
ば
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
ま

 
 
し
た
。
i
O
イ
ヤ
 
ソ
レ
ガ
 
ネ
ー
。
ア
ガ
ー
ナ
ッ
テ
 
ユ
ー
サ
ー
…
…

 
 
（
い
や
そ
れ
が
ね
え
。
ア
ガ
ー
ナ
と
言
う
の
は
…
…
）
 
〈
調
¢
高
女
〉

相
手
の
こ
と
ば
を
受
け
て
進
ん
で
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
応
答
表
現
で
は
、

「
イ
ヤ
」
を
発
語
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
感
動
詞
「
イ
ヤ
」
は
「
イ
ヤ
ッ
 
ド

ー
シ
ョ
ー
 
カ
」
の
よ
う
に
、
驚
嘆
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
否
定
の
「
イ
ヤ
」

と
も
関
係
が
あ
り
そ
う
に
思
え
る
。

 
 
 
 
五
 
感
謝
・
賞
賛
・
わ
び
を
押
し
戻
す
表
現

 
感
謝
や
わ
び
、
あ
る
い
は
賞
賛
の
こ
と
ば
を
受
け
た
時
、
こ
れ
を
ひ
た
す
ら

押
し
戻
す
の
は
、
た
と
え
ば
欧
米
の
人
々
の
応
答
表
現
と
比
較
し
て
、
日
本
人

の
応
答
表
現
の
一
特
色
と
言
え
よ
う
。
以
下
に
記
す
よ
う
に
、
長
門
方
言
に
お

い
て
は
そ
の
内
部
も
多
様
で
あ
る
。

 
ω
 
「
イ
ー
エ
」
と
押
し
戻
す
応
答
表
現

 
○
今
日
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
¢
○
ハ
 
イ
戸
戸
。
 
〈
調
¢
中

 
 
女
＞
9

 
0
サ
イ
サ
イ
 
モ
ロ
ー
テ
 
ス
マ
ン
 
ナ
ー
。
¢
イ
ー
ヤ
 
ノ
ー
。
 
〈
高
女

 
 
Φ
高
女
〉

応
答
詞
「
パ
ー
」
で
ひ
と
ま
ず
受
入
れ
た
後
に
「
イ
ー
エ
」
と
押
し
戻
す
の
は

い
ん
ぎ
ん
な
謙
退
で
あ
る
。
謙
退
表
現
の
中
で
、
 
「
イ
ー
エ
」
と
押
し
戻
す
も

の
は
も
っ
と
も
多
い
。

 
ω
 
「
そ
れ
ば
あ
り
ま
せ
ん
」
と
押
し
戻
す
応
答
表
現

 
○
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
ね
。
¢
○
イ
ヤ
 
ソ
リ
ャ
ー
 
ゴ
ザ
イ
マ
セ

 
 
ン
。
 
〈
調
¢
古
同
女
＞
2

 
0
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
¢
○
ハ
、
イ
二
上
。
ソ
リ
ャ
ー
 
ア
リ
マ
セ
ン

 
 
ヨ
。
〈
調
¢
中
女
＞
5

こ
れ
ら
は
共
通
語
表
現
の
「
ど
う
致
し
ま
し
て
」
相
当
で
あ
る
。

（ 208 ）



 
㈲
 
「
ナ
ニ
ガ
 
ア
ー
タ
」
と
押
し
戻
す
応
答
表
現

，
○
ま
あ
、
お
若
い
こ
と
。
¢
○
ナ
ニ
ガ
 
ア
ー
タ
。
2
3

「
ナ
ニ
ガ
 
ア
ー
タ
」
、
 
「
ナ
ニ
ガ
 
ア
ン
タ
」
は
賞
賛
に
対
す
る
謙
退
で
、

長
門
全
域
で
聞
く
ゆ
下
関
市
六
連
島
で
は
、
ご
馳
走
を
前
に
恐
縮
す
る
私
に
、

高
年
の
女
性
は
「
ナ
ン
 
ノ
。
ナ
ン
テ
 
ア
ン
タ
」
 
（
い
や
い
や
遠
慮
は
い
り

ま
せ
ん
よ
。
何
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
）
と
す
す
め
た
が
、
他
地
で
は
こ
の
よ

う
な
あ
い
さ
つ
を
聞
い
て
い
な
い
。

 
の
 
ナ
ー
カ
ナ
カ

 
山
口
県
北
端
の
江
崎
の
中
年
女
性
は
、
そ
の
家
の
主
人
が
建
て
た
と
い
う
住

居
の
立
派
な
こ
と
を
ほ
め
た
私
に
「
ナ
ー
カ
ナ
カ
。
マ
ダ
マ
ダ
 
ツ
イ
 
ネ

ー
。
」
（
ど
う
致
し
ま
し
て
。
ま
だ
ま
だ
手
を
入
れ
る
暇
が
な
い
ま
ま
に
ね
え
）

と
応
じ
た
。
 
「
ナ
ー
カ
ナ
カ
」
も
こ
の
地
で
し
か
聞
い
て
い
な
い
。

お
 
わ
 
り
 
に

の
普
遍
と
特
殊
を
な
お
見
て
い
き
た
い
。
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こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
長
門
方
言
の
応
答
表
現
は
、
そ
の
応
答
の
種
類
や
発

想
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
共
通
語
と
お
な
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
感
謝
や
賞

賛
、
わ
び
を
押
し
戻
し
、
相
手
の
話
の
途
中
に
う
な
ず
き
、
促
し
の
応
答
詞
を

さ
し
は
さ
ん
で
対
話
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
な
ど
は
、
共
通
語
ば
か
り
で
な
く
、

全
国
諸
方
言
の
応
答
表
現
に
共
通
で
あ
ろ
う
。

 
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
発
想
を
託
す
表
現
形
式
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
方
言
特

色
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
呼
び
か
け
や
肯
定
の
応
答
詞
の
多
様
な
こ
と
、

「
ソ
レ
」
の
多
用
、
北
部
域
で
得
心
の
「
ゲ
ン
ト
」
「
ゲ
ン
タ
」
が
よ
く
聞
か

れ
る
こ
と
、
二
、
三
の
地
で
あ
る
が
、
拒
絶
に
「
イ
ラ
ン
」
を
言
う
こ
と
な

ど
、
長
門
域
の
応
答
表
現
に
も
特
色
は
さ
ま
ざ
ま
に
認
め
ら
れ
た
。
応
答
表
現

応
答
表
現
法
 
一
長
門
方
言
に
お
け
る
ー


